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火災・救急・救助は 119 番へ！  http://www.amatobu-119.jp

　「夏の夕べを消防署で」、消防はしご車の試乗、防災映画の鑑賞、
キーホルダーの作成、水風船つり、防火風船、水消火器・ミニ消
防車による消火体験、ゲームコーナーなどを実際に体験しながら
消防、防災への備えをしていただく目的で毎年行っています。今
年は天気にも恵まれ、たくさんの住民の方々においで頂き、盛況
下に開催することが出来ました。大変ありがとうございました。
　大治太鼓の特別演奏を始め、ご協力いただきました皆様にも、
御礼申し上げます。
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広報海部東部消防第４３号 平成１６年１１月１日　（２）
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For fire, medical emergency or rescue, dial 119
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こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
と
、
火
災
の

発
生
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
死
傷
事
故
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
十

一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
全
国
一
斉
に
実
施

し
て
い
ま
す
。 

最
近
、
セ
ル
フ
給
油
所
が
多
く
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、

注
意
事
項
を
守
り
給
油
に
際
し
て
は
、
細
心
の

注
意
を
払
い
事
故
が
起
き
な
い
取
り
扱
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

●
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
し
て
く

だ
さ
い
。

●
携
帯
電
話
の
ご

利
用
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

●
給
油
中
の
タ
バ

コ
は
厳
禁
で
す
。

●
給
油
中
の
火
気
は
厳
禁
で
す
。

●
給
油
ノ
ズ
ル
を
顔
や
手
に
向
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
お
子
様
の
給
油
作
業
は
や
め
て
く

だ
さ
い
。

●
ポ
リ
容
器
へ
の
給
油
は
禁
止
で
す
。

●
給
油
ノ
ズ
ル
の
操
作
方
法
は
セ
ル

フ
ス
タ
ン
ド
に
よ
り
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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セ
ル
フ
給
油
に
関
す
る

注
意
事
項
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ノズルを戻すと、レシートが
出てきます。おつりがある場
合は、つり銭精算機でおつり
をお受けとりください。

6 おつり精算

ノズルを元の位置に戻し、
給油口キャップを確実にし
め、給油口のふたを閉じて
ください。

5 給油終了

給油中はノズルレバーを引
いたままお待ちください。
給油は自動的に終了します。

4 給油中

静電気除去のため作業前に
は必ず静電気除去シールに
触れてください。

1 静電気除去

パネル表示にしたがって、
画面をタッチし、お支払い
方法、油種、給油方法等を、
入力してください。

2 注文・設定

給油口キャップを開け、ノ
ズルを給油口に根元まで入
れ、レバーを引くと、給油
が開始されます。

3 給油開始
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１１月９日から１１月１５日まで「秋の火災予防運動」です

一　

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り

住
民
の
皆
さ
ん
や
、
事
業
所
、
学
校
等
に

よ
る
消
防
訓
練
を
百
二
十
三
回
、
一
万
五
千

人
余
り
の
ご
参
加
を
得
て
実
施
、
防
災
意
識

の
高
揚
、
各
種
災
害
時
に
お
け
る
対
応
、
能

力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

二　

消
防
防
災
行
政
推
進

（
一
）
消
防
車
両
、
資
機
材
の
強
化

救
助
工
作
車
、
救
助
資
機
材
、
消
防
ポ

ン
プ
車
及
び
救
命
処
置
用
資
機
材
の
更
新

を
行
い
、
消
防
力
の
強
化
を
行
い
ま
し
た
。

（
二
）
救
急
体
制
の
充
実
強
化

ア　

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
と
し
て
、
救

命
講
習
（
普
通
・
上
級
）
を
二
十
一
回
実

施
、
五
百
三
十
一
人
の
受
講
者
全
員
に

対
し
修
了
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

イ　

救
急
救
命
士
三
名
を
養
成
し
、
今
年

度
よ
り
救
急
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
予
防
体
制
の
推
進

立
入
検
査
、
建
築
・
設
備
指
導
及
び
危

険
物
施
設
の
安
全
管
理
指
導
等
を
行
い
ま

し
た
。

住
宅
防
火
診
断
、
消
防
広
報
等
を
通
じ
、

防
火
思
想
の
向
上
を
図
り
、
火
災
件
数
の

低
減
に
努
め
ま
し
た
。

三　

職
員
の
資
質
の
向
上

（
一
）
研
修

消
防
大
学
校
、
愛
知
県
消
防
学
校
等
で

行
わ
れ
る
各
種
の
研
修
に
職
員
を
派
遣
し
、

知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

（
二
）
人
事
交
流

津
島
市
、
海
部
南
部
消
防
組
合
の
二
消

防
本
部
と
人
的
交
流
を
行
い
、
組
織
の
活

性
化
及
び
充
実
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

●
● 

気
管
内
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
気
道
確
保 
●
●

心
肺
停
止
の
傷
病
者
の
気
管
に
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
気
道
を
確
保
す
る
「
気
管
挿
管
」
が
一
定
の

教
育
を
受
け
た
救
急
救
命
士
に
よ
り
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

気
管
挿
管
は
確
実
な
気
道
確
保
と
し
て
、
医
療
機
関
で
は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
気
管
挿

管
を
早
期
に
救
急
救
命
士
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
救
命
率
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
主
な
事
業
概
要

平成１５年度 海部東部消防組合一般会計歳入歳出決算
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救
急
救
命
士
の
気
管
挿
管

▲

気
管
内
チ
ュ
ー
ブ

▲

救
急
車
内
で
の
気
管
挿
管
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住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

住
宅
防
火
診
断
実
施
中
！

当
消
防
本
部
で
は
、
平
成
四
年
十
月
よ
り
住

宅
火
災
の
防
止
及
び
焼
死
者
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
各
世
帯
の
家
族
構
成
、
火
気
使
用
設
備
の

設
置
使
用
状
況
、
消
火
器
等
の
住
宅
用
防
災
機

器
の
設
置
状
況
等
々
を
お
聞
き
し
て
、
世
帯
ご

と
の
防
火
安
全
の
評
価
及
び
改
善
の
た
め
の
防

火
対
策
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
方
々
の
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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▲

住
宅
防
火
診
断
実
施
中
の
防
火
指
導
員

東海地震、東南海地震、南海地震、防災対策を　みんなで！

福
井
県
福
井
市
内
で
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
、
床
上
浸
水
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ

た
た
め
、
愛
知
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が
要
請
さ
れ
海
部
東
部
消
防
本
部
か
ら
は
、
救
助

隊
が
出
動
し
ま
し
た
。

福
井
市
内
に
は
多
く
の
地
域
住
民
が
孤
立
し
て
お
り
ボ
ー
ト
を
使
用
し
救
助
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
の
福
井
県
豪
雨
災
害
に
対
し
て
七
府
県
、
約　

名
の
隊
員
が
出
動
し
ま
し
た
。

６５０

▲

ボ
ー
ト
に
よ
る
救
助
活
動

▲

消
防
ヘ
リ
は
情
報
収
集
、

　

物
資
援
助
等
で
活
躍
し
ま
し
た
。

平
成
七
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が

起
こ
っ
た
こ
と
に
伴

い
発
足
し
、
国
内
で

大
規
模
又
は
特
殊
な

災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
被
災
地
に
出
動

し
人
命
救
助
活
動
等

を
行
い
ま
す
。

指
揮
、
消
火
、
救

急
、
救
助
部
隊
が
あ

り
ま
す
。 ��������������������������������
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▲７府県より車両が出動しました
▲多くの家屋が床上浸水
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火災・救急・救助は 119 番へ！  http://www.amatobu-119.jp

去
る
五
月
二
十
七
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お

い
て
、
消
防
法
及
び
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災

害
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
可

決
・
成
立
し
、
六
月
二
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
戸
建
住
宅
や
小

規
模
な
共
同
住
宅
（
自
動
火
災
報
知
設
備
等
が

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て
、

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

法
律
の
規
定
で
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に

従
い
市
町
村
条
例
で
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置

及
び
維
持
の
基
準
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
用
防
災
機
器
と
し
て
は
、

政
令
で
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
』
が
定
め
ら

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
そ
の
効
果

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発
生

す
る
煙
を
感
知
し
、
警
報
す
る
も
の
で
す
。
特

に
、
住
宅
火
災
に
よ
り
死
に
至
っ
た
原
因
の
七

割
が
『
逃
げ
遅
れ
』
と
い
う
こ
と
か
ら
、早
期
に

火
災
を
気
付
か
せ
る
重
要
な
機
能
を
備
え
て
い

ま
す
。

機
種
に
よ
っ
て
は
、

●
機
能
に
異
常
が
生
じ
た
場
合
、
自
動
的
に
警

報
す
る
機
能

●
警
報
を
一
時
的
に
停
止
す
る
機
能

●
電
池
の
交
換
が
長
期
間
不
要
の
も
の

等
の
付
加
機
能
を
も
つ
住
宅
用
火
災
警
報
器
も

あ
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
中
の
住
宅
火
災
一
〇
〇
件
当
た

り
の
死
者
数
（
放
火
自
殺
者
を
除
く
。）
は
、
図

１
の
と
お
り
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
の

有
無
に
よ
り
三
・
四
倍
程
度
の
効
果
が
見
ら
れ

ま
す
。
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けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

米
国
等
に
お
け
る

普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普
及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及
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とととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

　
　
　

普
及
状
況
と
そ
の
効
果

米
国
で
は
、
設
置
義
務
化
等
に
よ
る
住
宅
火

災
警
報
器
等
の
普
及
に
伴
い
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
一
九
七
〇
年
代
の
六
〇
〇
〇
人
程

度
か
ら
最
近
で
は
三
〇
〇
〇
人
を
下
回
っ
て
お

り
、
図
２
の
よ
う
に
半
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

英
国
に
お
い
て
も
同
様
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

 

★
甲
種
防
火
管
理
講
習
（
海
部
東
部
）

日　

時　

平
成
十
七
年
二
月
七
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

八
日
（
火
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

会　

場　

七
宝
町
大
字
遠
島
字
十
坪
一
一
九
番

の
一

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

（
二
階
講
堂
）

受　

付　

平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日
（
月
）

か
ら
平
成
十
七
年
一
月
二
十
一
日

（
金
）
ま
で

海
部
東
部
消
防
本
部　

二
階

生
活
安
全
課

※
お
知
ら
せ

　

防
火
管
理
講
習
の
受
講
対
象
者
が
年
々
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
受
講
定
員
の
四
十
名
に
な
り

ま
し
た
ら
、
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

海
部
東
部
消
防
本
部　

生
活
安
全
課

（
電
話
〇
五
二
―
四
四
二
―
一
六
〇
五
）
ま
で

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

防
火
管
理
講
習
会
の

　
　
　

ご
案
内
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Ｑ　

先
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
海
部
郡
の
ほ
ぼ
全
域

が
地
震
の
時
、
液
状
化
す
る
危
険
性
が
極
め

て
高
い
と
あ
り
ま
し
た
が
、
何
か
対
策
と
い

う
か
出
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
Ａ　

対
策
と
し
て
は
専
門
業
者
に
地
質
調
査
を

依
頼
し
軟
弱
な
地
盤
の
場
合
に
は
、
液
状
化

し
に
く
い
よ
う
地
盤
改
良
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
建
物
の
補
強
方
法
を
建
築
士
等
専
門

家
に
相
談
す
る
事
も
効
果
的
で
す
。

日
頃
か
ら
家
庭
で
地
震
が
起
き
た
場
合
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

Ｑ　

最
近
、
ス
プ
レ
ー
式
の
消
火
器
が
あ
り
ま

す
が
使
い
方
の
注
意
点
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

正
式
に
は
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

と
言
い
ま
す
。
小
火
災
向
き
の
消
火
具
で
、

小
さ
く
、
軽
く
、
操
作
も
簡
単
で
す
が
、
注

意
点
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
ハ
ロ
ン
タ
イ
プ
の
も
の
に

限
っ
て
は
、
冷
却
す
る
効
果
を
持
た
な
い
た

め
、
油
温
度
が
上
が
っ
た
天
ぷ
ら
油
火
災
に

は
不
向
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
つ
目
は
、
初
期
段
階
の
小
火
災
で
消
す

た
め
の
消
火
具
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逃
す
と
、
初
期
消
火
の
失
敗
な
ど

注
意
が
必
要
で
す
。
火
災
の
特
性
に
合
わ
せ

た
消
火
用
品
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

Ｑ　

我
家
は
幹
線
道
路
か
ら
少
し
入
っ
た
処
に

有
り
ま
す
。
乗
用
車
が
や
っ
と
す
れ
違
え
る

道
幅
で
す
。
そ
こ
に
い
つ
も
駐
車
し
て
い
る

車
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
消
防
車
の
車
の
幅

は
ど
の
位
あ
る
か
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ　

は
し
ご
車
の
２
・
５
メ
ー
ト
ル
か
ら
ポ
ン

プ
車
の
１
・
９
メ
ー
ト
ル
で
す
。

管
内
で
は
狭
い
道
路
が
多
く
あ
る
と
い
う

こ
と
を
踏
ま
え
定
期
的
に
地
理
状
況
や
消
火

栓
な
ど
の
消
防
水
利
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

消
火
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
違
法

駐
車
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

Ｑ　

先
日
、
近
所
で
ボ
ヤ
が
有
り
、
消
防
車
の

出
動
と
な
り
火
の
怖
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

消
火
栓
か
ら
消
火
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
水
道
水
が
濁
り
ま
し
た
。
一
過
性

の
も
の
で
次
の
日
は
何
と
も
な
か
っ
た
の
で

す
が
消
火
栓
を
使
う
と
水
道
水
が
濁
る
こ
と

が
有
る
の
で
す
か
？
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

消
火
栓
と
家
庭
の
水
道
は
同
じ
水
で
す
。

つ
ま
り
同
じ
水
道
管
の
水
と
い
う
こ
と
で
使

用
状
況
に
よ
っ
て
は
水
道
水
が
濁
り
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
事
も
有
り
ま
す
。
現
場
付
近

の
皆
様
に
は
現
場
広
報
を
行
い
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

消
防
、
地
震
防
災
対
策
等
ご
質
問
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　

送
り
先

　

〒
４
９
７
―
０
０
０
２

　

海
部
郡
七
宝
町
大
字
遠
島

　
　
　
　
　
　
　

字
十
坪
一
一
九
番
の
一

　
　
　
　

海
部
東
部
消
防
本
部

　
　
　
　

生
活
安
全
課

火災・救急・救助は 119 番へ！  http://www.amatobu-119.jp

ご
質
問
コ
ー
ナ
ー

�������

���������	
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火の用心　家族みんなの　合言葉（“Fire　Prevention-Every　Household’ s　Motto”）

 
介
護
保
険
要
介
護
認
定 

平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
海
部
東
部
四
町

（
七
宝
、
美
和
、
甚
目
寺
、
大
治
）
で
は
、
百
十

六
回
の
介
護
認
定
審
査
会
を
開
催
し
、
二
千
八

百
四
件
の
要
介
護
認
定
等
審
査
判
定
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。 

平
成
十
六
年
六
月
一
日　

広
報
海
部
東
部
第

四
十
二
号
（
五
ペ
ー
ジ
）
に
つ
い
て
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
左
表
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

（
訂
正
後
）

平
成
十
六
年
度
四
月
一
日
の
申
請
か
ら
要
介

護
認
定
有
効
期
間
の
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
、

左
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

 
介
護
支
援
専
門
員
募
集
！ 

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
行
う
際
に
必
要

な
認
定
調
査
等
を
行
う
業
務
で
す
。

一　

資
格
要
件

普
通
自
動
車
運
転
免
許

介
護
支
援
専
門
員

二　

申
込
期
間

随
時　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

三　

提
出
書
類

・
履
歴
書
（
書
類
指
定
）

・
資
格
証
明
書
等
の
写
し

四　

選
考
方
法

　
　
　

面
接
・
論
文
及
び
書
類
審
査

五　

面
接
日

　
　
　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

海
部
東
部
消
防
組
合

　
　
　
　

介
護
保
険
認
定
審
査
会
事
務
局

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

四
四
九
―
〇
八
〇
〇

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

四
四
九
―
〇
八
〇
二

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険

介
護
保
険

認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

認
定
審
査
会
事
務
局

� � �� �
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金 額歳 出金 額歳 入

３９,４７５（４８.３%）総 務 管 理 費４８,７３４（５９.７%）負 担 金

１２,２８０（１５.０%）介護認定審査会費１６,２７８（１９.９%）国 庫 補 助 金

５,５３１（ ６.８%）認 定 調 査 費１６,６０３（２０.３%）繰 越 金

２４,３５７（２９.８%）繰 越 金８０（ ０.１%）諸 収 入

５２（ ０.１%）償還金及び還付加算金

８１,６９５（ １００%）歳 出 合 計８１,６９５（ １００%）歳 入 合 計

平成１５年度 介護保険特別会計決算 （単位：千円）
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毎
回
発
行
さ
れ
る
の
が
楽
し
み

の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
人

が
若
い
頃
消
防
団
長
を
し
て
い
た

時
サ
イ
レ
ン
の
鳴
る
音
で
出
動
し

ま
し
た
が
、
今
も
っ
て
消
防
車
の
音

を
聞
く
度
に
ご
苦
労
様
と
祈
ら
ず

に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。町
民
の
大
き

な
味
方
の
音
で
す
。
毎
日
毎
日
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
治
町　

内
海　

蓮
子

　
 

　

広
報
誌
の
災
害
時
の
非
常
品
持

ち
出
し
品
リ
ス
ト
を
見
て
、我
家
で

も
非
常
持
ち
出
し
品
を
再
チ
ェッ
ク

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
我
が
家
も
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。」

甚
目
寺
町　

大
橋　

純
子

　
 

　

町
内
の
ご
み
０
の
日
に
、
年
一

回
ぐ
ら
い
は
、
消
火
栓
の
取
り
付

け
の
練
習
で
も
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
事
に
な
り
、
組
の
主
婦
十
人
が

男
性
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
取
り
付
け
、
は
ず
す
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
和
町　
 

山　

貞
子

　
 

　

毎
日
の
お
勤
め
ご
苦
労
様
で
す
。

近
年
、
東
海
地
震
が
近
い
こ
と
が
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
救
急
救
命
士
が

　

名
も
お
ら
れ
心
強
い
思
い
を
し

１７

て
い
ま
す
。し
か
し
普
通
時

は
十
分
な
人
員
で
も
災
害

時
に
は
十
分
か
ど
う
か
、

今
後
も
計
画
的
に
増
強
さ

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る

た
め
に
。

七
宝
町　

河
竹　

正
幸

　
 

　

先
日
、
幼
稚
園
児
の
息
子
が
消

防
署
見
学
に
出
か
け
ミ
ニ
消
防
車

に
乗
っ
た
り
し
て
、
楽
し
か
っ
た
と

話
し
て
く
れ
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

甚
目
寺
町　

河
村　

高
利

　
 

　

三
歳
児
と
年
寄
り
が
い
る
家
で

す
の
で
火
の
事
や
ら
地
震
等
心
配

で
、
広
報
誌
等
を
見
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
色
々
と
紙
面
等
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

放
火
・
い
た
ず
ら
が
な
く
な
る

と
い
い
で
す
ね
。

大
治
町　
 

田　

裕
美

　
 

　

第　

号
の
表
紙
に
載
っ
て
い
る

４２

新
救
助
工
作
車
は
最
新
機
材
が
装

備
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

頻
繁
に
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
災
害
が
起
こ
ら
な
い
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

七
宝
町　

森　
　

雅
晴
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